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大人としての人生の幕開け
祝！成人式
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特集     与謝野町成人式

新
成
人
の
門
出
を
祝
う

「
平
成
31
年
与
謝
野
町

成
人
式
」
が
１
月
13
日
、
野
田

川
わ
ー
く
ぱ
る
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
今
年
の
対
象
者
は
平
成

10
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
11
年

４
月
１
日
生
ま
れ
の
２
８
７
人

で
、
こ
の
日
は
華
や
か
な
振
り

袖
や
羽
織
袴
な
ど
を
着
飾
っ
た

２
３
２
人
が
式
典
に
参
加
し
ま

し
た
。

　
式
典
で
は
、
山
添
町
長
や
来

賓
の
方
か
ら
お
祝
い
の
言
葉
が

新
成
人
に
贈
ら
れ
、
そ
の
後
、

記
念
品
の
丹
後
ち
り
め
ん
ふ
く

さ
セ
ッ
ト
が
、
町
長
か
ら
山や

ま
が
み上

凌り
ょ
うさ

ん
（
石
川
）
に
贈
呈
さ
れ

ま
し
た
。

　
最
後
に
は
、
新
成
人
を
代
表

し
山や

ま
ざ
き﨑

初は
じ
め盟

さ
ん（
立
町
）が
、

「
今
日
こ
の
会
場
に
そ
ろ
う
仲

間
た
ち
は
、
す
で
に
職
業
に
従

事
し
て
い
た
り
学
業
に
励
ん
で

い
た
り
と
、
私
を
含
め
一
人
一

人
立
場
は
さ
ま
ざ
ま
で
す
が
、

こ
れ
か
ら
移
り
ゆ
く
社
会
の
中

で
、
新
成
人
一
同
常
に
向
上
心

を
持
ち
前
進
し
て
い
き
た
い
、

そ
ん
な
思
い
が
心
に
強
く
あ
り

ま
す
。
こ
の
与
謝
野
町
で
得
た

こ
と
を
忘
れ
る
こ
と
な
く
、
自

分
の
行
動
に
責
任
を
持
ち
、
当

た
り
前
で
は
な
い
今
日
ま
で
の

日
々
に
感
謝
し
、
そ
し
て
こ
れ

か
ら
の
未
来
に
希
望
を
掲
げ
、

勇
往
邁
進
し
て
い
き
ま
す
」
と

決
意
を
込
め
て
謝
辞
を
述
べ
ま

し
た
。



■
表
彰
者
の
皆
さ
ん 

（
一
部
抜
粋
・
敬
称
略
）

○
京
都
府
消
防
協
会
功
績
章

小こ

室む
ろ　
滋し

げ

巳み
（
本
部
／
本
部
付
分
団
長
）

○
京
都
府
消
防
協
会
勤
功
章

糸い
と

井い　
宏こ

う
す
け輔（

本
部
／
本
部
付
分
団
長
）

○
京
都
府
消
防
協
会
精
績
章

野の

村む
ら　

哲て
つ

也や

（
本
部
／
本
部
付
分
団
長
）

藤ふ
じ
わ
ら原　

則の
り
ひ
ろ裕

（
本
部
／
本
部
付
分
団
長
）

○
京
都
府
消
防
協
会
精
勤
章

牛う
し

田だ　
竹た

け

史し

（
第
３
／
分
団
長
）

安や
す

田だ　
晃あ

き

雄お

（
第
７
／
分
団
長
）

坂さ
か

根ね　
義よ

し
た
か隆

（
第
８
／
分
団
長
）

谷た
に
が
き垣　
吉よ

し
の
ぶ信

（
第
９
／
分
団
長
）

大お
お
に
し西　
　
弘ひ

ろ
し（

第
10
／
分
団
長
）

○
両
丹
都
市
消
防
協
議
会
長
表
彰

髙た
か
は
し橋　

康こ
う

司じ

（
第
２
／
部
長
）

宇う

の野　
智と

も
ゆ
き之

（
第
５
／
部
長
）

松ま
つ
も
と本　
潤じ

ゅ
ん
也や

（
第
６
／
部
長
）

中な
か
じ
ま島　
健た

け
の
り徳

（
第
７
／
部
長
）

小お

だ田　
俊と

し

規き

（
第
10
／
部
長
）

○
京
都
府
消
防
協
会
丹
後
ブ
ロ
ッ
ク

消
防
連
絡
協
議
会
長
表
彰

吉よ
し
お
か岡　

敦あ
つ
ふ
み文

（
第
７
／
班
長
）

吉よ
し
お
か岡　
裕ひ

ろ
ひ
と人

（
第
９
／
班
長
）

小お

だ田　
大だ

い
す
け輔

（
第
10
／
班
長
）

○
京
都
府
消
防
協
会

宮
津
与
謝
支
部
長
表
彰

山や
ま
も
と本　
　
剛つ

よ
し（

第
１
／
班
長
）

白し
ら

数す　
勝か

つ

也や

（
第
３
／
班
長
）

「
与
謝
野
町
消
防
団
出
初
式
」
が
１
月

６
日
、
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
知
遊
館
一
帯

で
開
催
さ
れ
、
消
防
団
員
と
消
防
関
係
者

ら
お
よ
そ
１
３
０
人
が
集
ま
り
ま
し
た
。

式
典
で
は
、 

植う
え

田だ

泰や
す

史し

団
長
が
「『
町

民
の
生
命
、
身
体
お
よ
び
財
産
を
火
災
や

災
害
か
ら
守
る
』
と
い
う
目
的
の
た
め
、

我
々
団
員
一
人
一
人
が
今
一
度
消
防
の
重

要
性
を
深
く
理
解
し
、
行
動
に
移
し
て
い

く
こ
と
が
重
要
。
本
年
を
『
火
災
ゼ
ロ
元

年
』
に
す
る
べ
く
、
一
歩
踏
み
込
ん
だ
予

防
消
防
の
さ
ら
な
る
徹
底
を
進
め
る
と
と

も
に
有
事
に
備
え
た
消
防
力
の
強
化
、
組

織
力
の
充
実
を
図
る
た
め
ま
い
進
し
て
も

ら
い
た
い
」
と
訓
示
。
ま
た
、
山
添
町
長

の
式
辞
で
は
「
植
田
団
長
を
は
じ
め
団
員

の
皆
さ
ま
に
は
、
昨
年
の
町
内
に
お
け
る

火
災
発
生
件
数
を
町
発
足
以
後
最
小
件
数

で
あ
る
３
件
に
抑
え
て
い
た
だ
き
、
ま
た
、

度
重
な
る
台
風
の
襲
来
に
お
い
て
も
迅
速

か
つ
正
確
に
行
動
い
た
だ
い
た
。
こ
れ
も

ひ
と
え
に
消
防
団
の
皆
さ
ん
の
日
ご
ろ
か

ら
の
鍛
錬
の
成
果
で
あ
り
意
識
の
高
さ
の

表
れ
だ
と
思
う
。
引
き
続
き
植
田
団
長
の

指
揮
の
も
と
、
士
気
旺
盛
な
消
防
団
の
活

躍
を
お
願
い
し
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
。
そ

の
後
、
功
労
者
や
優
良
団
員
に
表
彰
状
が

伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

式
典
終
了
後
、
団
員
ら
は
恒
例
の
「
分

列
行
進
」
と
「
一
斉
放
水
」
を
披
露
し
、

地
域
住
民
と
共
に
今
年
一
年
間
の
安
心
と

安
全
を
誓
い
ま
し
た
。

火災ゼロの町・与謝野町を目指します

与謝野町の安心・安全を願って。
ー 平成 31 年与謝野町消防団出初式 ー

伊だ

て達　
正ま

さ
の
ぶ将

（
第
４
／
班
長
）

大お
お
す
み隅　

信の
ぶ
よ
し善

（
第
５
／
班
長
）

加か

畑ば
た　

達た
つ

也や

（
第
５
／
班
長
）

赤あ
か
に
し西　
和か

ず
や
す康

（
第
６
／
班
長
）

江え

原ば
ら　
嘉よ

し
ゆ
き行

（
第
７
／
班
長
）

梅う
め

田だ　
聡さ

と

史し

（
第
８
／
班
長
）

小こ

西に
し　
隆た

か
ひ
ろ博

（
第
９
／
班
長
）

石い
し
も
と本　
周

し
ゅ
う

作さ
く

（
第
９
／
班
長
）

西に
し
は
ら原　

恒つ
ね
ひ
こ彦

（
第
10
／
班
長
）

※
括
弧
内
は
分
団
名
・
役
職
名

○
消
防
庁
長
官
退
職
１
号
報
償

小こ

松ま
つ　
　
理お

さ
む　
　
吉よ

し

田だ　
　
稔み

の
る

伊い

藤と
う　
　
繁し

げ
る

○
消
防
庁
長
官
退
職
２
号
報
償

村む
ら
し
ま島　

政ま
さ
ひ
ろ博　

　
小こ

牧ま
き　
鉄て

つ
あ
き昭

川か
わ

邉べ　
　
真ま

こ
と　
　
森も

り
も
と本　
康や

す
の
り範

白し
ら

数す　
尊た

か

也や　
　
柴し

ば
や
ま山　

 

隆た
か
あ
き明

衣き
ぬ
が
わ川　
智と

も
ひ
ろ博　
　
小こ

西に
し　

 

哲て
つ

夫お

河か
わ

邉べ　
克か

つ
の
り典　
　
安や

す

田だ

雄ゆ
う
い
ち
ろ
う

一
郎

井い

ど戸
本も

と

大だ
い
す
け輔　

　
山や

ま
ざ
き﨑　

昭あ
き
と
し稔

成な
り

毛も　
裕ゆ

う
す
け輔　

　
岡お

か

田だ　
吉よ

し
の
り紀

伴ば
ん
か
い海　

雅ま
さ
は
る春　

　
由ゆ

り里　
直な

お

樹き

竹た
け
し
た下　

浩こ
う

二じ　
　
武た

け
う
ち内　

健け
ん

二じ

高た
か
お
か岡　

洋ひ
ろ

輝き

○
町
長
退
職
消
防
団
員
感
謝
状

小こ

松ま
つ　
　
理お

さ
む　
　
吉よ

し

田だ　
　
稔み

の
る

伊い

藤と
う　

　
繁し

げ
る　

　
小こ

牧ま
き　

鉄て
つ
あ
き昭

川か
わ

邉べ　
　
真ま

こ
と　

　
村む

ら
し
ま島　

政ま
さ
ひ
ろ博

森も
り
も
と本　

康や
す
の
り範　

　
白し

ら

数す　
尊た

か

也や

柴し
ば
や
ま山　

 

隆た
か
あ
き明　
　
衣き

ぬ
が
わ川　

智と
も
ひ
ろ博

小こ

西に
し　

 

哲て
つ

夫お　
　
河か

わ

邉べ　
克か

つ
の
り典

安や
す

田だ

雄ゆ
う
い
ち
ろ
う

一
郎　
　
井い

ど戸
本も

と

大だ
い
す
け輔

山や
ま
ざ
き﨑　
昭あ

き
と
し稔　
　
成な

り

毛も　
裕ゆ

う
す
け輔

岡お
か

田だ　
吉よ

し
の
り紀　
　
伴ば

ん
か
い海　
雅ま

さ
は
る春

由ゆ

り里　
直な

お

樹き　
　
竹た

け
し
た下　

浩こ
う

二じ

武た
け
う
ち内　

健け
ん

二じ　
　
高た

か
お
か岡　

洋ひ
ろ

輝き

吉よ
し
お
か岡　

伸し
ん

悟ご　
　
市い

ち

田だ　
　
淳じ

ゅ
ん

堀ほ
り
ぐ
ち口　

兼け
ん

示じ　
　
小こ

中な
か　
優ゆ

う
す
け輔

岡お
か

田だ　
歩あ

ゆ

夢む
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11 月５日から 16 日の 12 日間、山添町長を団長に町内在住の高校生５人を英国・ウェー
ルズへ派遣し、ホストファミリーの皆さんや高校生との交流を深めました。

平
成
４
年
か
ら
高
校
生
の
相
互
派
遣
交

流
が
始
ま
り
、
今
回
で
13
回
目
と
な
っ
た

ア
ベ
リ
ス
ツ
イ
ス
高
校
生
派
遣
事
業
。
今

回
は
、
高
校
１
、２
年
生
５
人
と
山
添
町

長
が
ア
ベ
リ
ス
ツ
イ
ス
を
訪
れ
、
高
校
生

は
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
や
地
元
高
校
生
と

の
交
流
を
深
め
、
ま
た
、
山
添
町
長
は
ア

ベ
リ
ス
ツ
イ
ス
大
学
や
行
政
機
関
関
係
者

と
懇
談
し
今
後
の
交
流
の
方
向
性
を
確
認

し
ま
し
た
。

ア
ベ
リ
ス
ツ
イ
ス
っ
て
ど
こ
？

イ
ギ
リ
ス
の
ロ
ン
ド
ン
か
ら
西
へ
列
車

で
約
５
時
間
の
カ
ー
デ
ィ
ガ
ン
湾
に
面
し

た
人
口
約
２
万
人
の
町
で
す
。

主
な
産
業
は
農
業
（
牧
畜
）
や
観
光
業

で
、
ア
ベ
リ
ス
ツ
イ
ス
大
学
、
国
立
図
書

館
な
ど
文
教
施
設
が
あ
る
こ
と
か
ら
学
生

が
多
く
、
世
界
各
国
か
ら
の
留
学
生
も
多

い
と
こ
ろ
で
す
。
美
し
い
海
岸
が
印
象
的

な
町
で
、
観
光
地
と
し
て
人
気
が
高
く
、

夏
は
避
暑
を
楽
し
む
観
光
客
で
に
ぎ
わ
い

ま
す
。
ウ
ェ
ー
ル
ズ
の
歴
史
と
文
化
を
誇

り
に
し
、
ウ
ェ
ー
ル
ズ
語
を
多
く
の
人
が

話
し
、
町
の
サ
イ
ン
も
英
語
と
ウ
ェ
ー
ル

ズ
語
が
併
記
し
て
あ
り
ま
す
。

山
添
町
長
の
渡
航

山
添
町
長
は
、
ア
ベ
リ
ス
ツ
イ
ス
大
学

と
の
包
括
連
携
協
定
調
印
式
を
行
う
こ
と
、

そ
し
て
交
流
を
今
後
も
継
続
し
て
い
く
た

め
に
現
地
の
行
政
関
係
者
と
の
懇
談
を
行

～高校生 5 人と山添町長がアベリスツイスを訪問～

『平和』を考え、世界を感じる。

アベリスツイス
高校生派遣事業

●フランク・エバンス
1917 年ウェールズ出身。第二次世
界大戦中、日本軍の捕虜となり大江
山ニッケル鉱山で労働を強いられ、
終戦と同時に帰国。1981 年に大江
山ニッケル鉱山跡にたどり着き、晩
年まで旧加悦町とアベリスツイスの
交流推進に力を注ぎ、多くの人から
親しまれました。1996 年 11 月６
日没。享年 79 歳。

この交流は、第二次世界大戦中、日本軍の捕虜となり大江
山ニッケル鉱山で強制労働を強いられた英国軍人兵士フラン
ク・エバンス氏が、昭和 59 年に旧加悦町を訪問し、大江山
運動公園に平和を願う慰霊碑を建立したことをきっかけに始
まりました。平成４年から友好の架け橋として高校生の相互
派遣交流を進め受け入れと派遣を隔年で行い、年々交流を
深めています。平成 30 年でアベリスツイスの高校生 63 人、
本町の高校生 75 人がお互いの町を訪問し、双方の友好協会
などの関係者が、交流や体験を通じてお互いの歴史・文化・
生活・習慣などを理解することができる貴重な機会となって
おり、また日本という国を改めて見直し、戦争のない平和な
世界を目指す人材の育成といった目的も持っています。

交流のあゆみ

う
こ
と
を
目
的
と
し
て
高
校
生
と
共
に
ア

ベ
リ
ス
ツ
イ
ス
を
訪
問
し
ま
し
た
。

ア
ベ
リ
ス
ツ
イ
ス
大
学
で
は
、
包
括
連

携
協
定
の
調
印
の
後
に
エ
リ
ザ
ベ
ス
・
ト

レ
ジ
ャ
ー
副
学
長
と
懇
談
、
サ
マ
ー
ス

ク
ー
ル
派
遣
な
ど
の
連
携
事
業
を
継
続
し

て
い
く
方
向
で
詳
細
の
検
討
を
進
め
る
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
ケ
レ
デ
ィ
ギ
オ
ン
州
議
会
議
長

の
ハ
グ
・
ハ
リ
ス
氏
、
ア
ベ
リ
ス
ツ
イ
ス

町
長
の
タ
ラ
ト
・
チ
ャ
ド
リ
ー
氏
と
も
面

会
し
、
本
町
と
ア
ベ
リ
ス
ツ
イ
ス
の
交
流

に
つ
い
て
互
い
の
理
解
を
深
め
、
今
後
も

交
流
を
継
続
し
て
い
く
意
向
を
確
認
し
ま

し
た
。

右
／
ア
ベ
リ
ス
ツ
イ
ス
町
長
と
交
流
の
継
続
を
確
認

左
／
ア
ベ
リ
ス
ツ
イ
ス
大
学
と
包
括
連
携
協
定
を
更
新

第
一
次
世
界
大
戦
終
戦

記
念
パ
レ
ー
ド
・
式
典
へ
参
加

英
国
各
地
で
は
11
月
の
第
２
日
曜
日
に

第
一
次
世
界
大
戦
終
戦
記
念
パ
レ
ー
ド
が

行
わ
れ
て
お
り
、
今
回
の
派
遣
団
は
ア
ベ

リ
ス
ツ
イ
ス
で
開
催
さ
れ
た
終
戦
記
念
パ

レ
ー
ド
と
式
典
に
参
加
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
参
加
者
は
ポ
ピ
ー
の
造
花
を
胸

に
つ
け
、
式
典
で
は
戦
没
者
遺
族
に
よ
っ

て
ポ
ピ
ー
の
花
輪
が
慰
霊
碑
に
供
え
ら
れ
、

今
年
で
第
一
次
世
界
大
戦
終
戦
１
０
０
周

年
の
節
目
と
い
う
こ
と
で
例
年
よ
り
も
盛

大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
本
町
か

ら
の
派
遣
団
が
参
加
し
た
こ
と
が
、
現
地

の
新
聞
で
取
り
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

上
／
現
地
の
新
聞
で
交
流
事
業
を
紹
介
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た

下
／
ケ
レ
デ
ィ
ギ
オ
ン
博
物
館
で
昔
の
ア
ベ
リ
ス
ツ
イ
ス
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た

第
一
次
大
戦
終
戦
記
念
パ
レ
ー
ド
に
参
加
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時間はたくさんかかったし大変なこともあったけど行ってよかっ
たと思っています。コミュニケーションは最初不安だったけどやっ
てみると案外できるもの。単語を繋げただけでも通じるので、文法
などは正直必要ありませんでした。大切なのは伝えようとする気持
ち。日本に帰ると改めて日本の良さがわかったし、外国に行くのは
すごくいい経験と感じました。その後が大変でも将来必ず役に立つ!

フランク・エバンスさんは自分が体験したようなことが起きない
ように、そんな体験をした与謝野町と関係を築いたのだと思います。
今までつながってきたその関係を継いで次につなぐのが自分たちの
やるべきことであり、「コミュニケーションの大切さ」「平和の重要
性」「歴史を繋いでいくことの大切さ」「世界の広さ」など挙げてい
けばきりがないほどたくさんのことを学ぶことができました。今後
の生活や進路に必ず学んだことを活かしていきます。

今回の留学に協力していただいたすべての方、本当にありがとう
ございました。

アベリスツイス訪問記
ひとりのイギリス人フランク・エバンスさんが架けた友好の橋を渡ってたどりついた地で、

高校生たちは何を感じ、何を学んだのでしょうか？

今回の研修に参加させてもらって感じたことは、家族の大切さです。
フランク・エバンス氏も捕虜として与謝野町に連れてこられ、家族と
離れ離れになったと思います。ホストファミリーと戦没者の慰霊碑と
城跡を見に行く途中で、海があり、フランク・エバンス氏もこの海を
見て育ったのだろうかと思いました。僕の住んでいる地域の近くにも
海がありますが、アベリスツイスで見た海は全く迫力が違いました。
僕が見ている海は穏やかで天候が悪くて波があっても怖いなと思うこ
とはないのですが、アベリスツイスの海は波が高く、荒々しく迫力が
あり恐怖を感じるぐらいでした。しみじみ僕は、遠い所に来たなあと
思いました。フランク・エバンス氏も日本に連れてこられ実際に海を
見たかは分かりませんが、遠くに来たと感じたはずです。

今まで、家族に頼っていることばかりの生活で、困ったことがあっ
ても家族がすぐそばにいて助けてくれました。家族と一緒にいること
が当たり前だったので、アベリスツイスに来て仲間はいますが、とて
も孤独に感じました。アベリスツイスで見た海も、僕が住んでいる地
域で見る海も同じつながっている一つの海です。平和とは、人と人と
のつながりだと思います。穏やかな人も荒々しい人もいますが、同じ
一人の人間です。人と人とが、理解しあって平和も実現すると思いま
す。フランク・エバンス氏のことを次の世代に伝え、つなげていくこ
とが大切だと思います。だからこそ、交流が大事なことなんだと思い
ました。

■ 太
おお

田
た

 健
けん

斗
と

（宮津高校１年）

■ 丸
まるやま

山 大
そ ら

空（宮津高校２年）

今回、アベリスツイスに行って私は、とても温かい
人たちで溢れている町だなと思いました。日本から来
た私たちを優しく迎え入れてくださって、本当に家族
のようでした。そんなことを考えるのと同時に、この
関係は、長い年月をかけて作り上げられたものなんだ
と実感しました。だからこそ、この関係を二度と壊して
はいけない、戦争をしてはいけないと強く思いました。

今の関係のように、お互いが尊重しあっていくこと
が、これからの将来必要であり、私は、アベリスツイ
スを訪れた身として、自分が学んだことを、しっかり
と発信していこうと思いました。

こんな貴重な体験をできて、本当に楽しかったです。
この事業に携わってくださった皆さん本当にありがと
うございました。

■ 牛
うし

田
だ

 詩
し ほ

穂（宮津高校１年）

ホストファミリーの家でみんなとニュースをみているときに、「日
本の首相はどうなの？」と聞かれた時がありました。私は政治の知
識などがなく、何とも答えられませんでした。日本人としての自覚
を持って日本を自分自身が知らなければいけないと思いました。政
治については知ってもらうことはできなかったけど、折り紙、駒、
竹とんぼ、万華鏡をプレゼントして使い方を教えてあげました。ど
れもすごく興味を持って聞いてくれました。

与謝野町にはこの交流事業がどんなもので、どうして始まったの
か知らない人が多いはずです。アベリスツイスとの関係がこの先
ずっと続くためにはもっと多くの人に知ってもらう必要があると思
います。今回私が訪問した話を聞いて興味を持ってくれた人たちが
います。少しでもこの関係がより良くなる役に立てたらと思います。

たくさんの人たちの協力があったからこそ私たちはこの交流事業
を成功に収めることができました。そのことへの感謝を忘れずに、
この貴重な経験を生かしていきます。

■ 井
い

戸
ど

本
もと

 愛
まな

羽
は

（加悦谷高校２年）

私はこの研修に参加するにあたって、楽しみやわくわくも
ありましたが、同じように不安もたくさんありました。でも
今はそれ以上に、この貴重な経験ができたことに喜びと感謝
の気持ちでいっぱいです。今回の研修で手に入れた力、学び、
価値観は、今そして将来、ありとあらゆる場面で活きてくる
でしょう。とても有意義な 2 週間を過ごすことができました。
そして何より、エバンス氏の遺志である両町・世界の平和を
願う思いに応えられるような架け橋になれたことは、一番大
きなことかなと思います。

最後に、今回この事業に協力してくださった全ての方々に
お礼申し上げたいと思います。本当にありがとうございまし
た。

■ 森
もりもと

本 真
ま い

依（宮津高校１年）
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■ アベリスツイスでの主な行程
11/5
11/6

11/7

11/8

11/9

与謝野町出発
アベリスツイス到着、関係者・ホストファミリーと
顔合わせ
フードセンターウェールズ（中小企業支援施設）、
アバーインストゥルメンツ（地元企業）を見学
ホストファミリーの通う高校訪問、アベリスツイス
大学ツアー、歓迎レセプション
ファーム、ケレディギオン博物館見学

11/10
11/11

11/12
11/13
11/14
11/15
11/16

ホストファミリーと行動
第一次世界大戦の終戦記念パレード・式典に参加、
故エバンス氏のお墓参り、ホストファミリーと行動
ペングライス校で授業見学
ペンウェディグ校、プライマリースクールを見学
水曜マーケット、国立図書館見学
アベリスツイス出発
与謝野町到着



路 線
運行曜日

現行 変更案

奥滝線 月・水・金 火・金

加悦奥・石川線 火・木・土 水・土

昨
年
10
月
か
ら
与
謝
野
町
地
域
公

共
交
通
会
議
に
お
い
て
「
人
口
減
少

時
代
の
新
し
い
地
域
公
共
交
通
に
つ

い
て
」
の
議
論
が
始
ま
り
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
の
会
議
で
は
、「
持
続

可
能
な
地
域
公
共
交
通
の
確
立
に
向

け
た
対
応
」
と
「
超
高
齢
社
会
に
向

け
た
対
応
」、
ま
ず
は
市
町
間
を
結

ぶ
丹
海
バ
ス
の
再
編
の
検
討
、
そ
し

て
地
域
内
交
通
と
し
て
町
内
を
移
動

す
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
ひ
ま
わ
り

の
見
直
し
に
つ
い
て
検
討
を
進
め
て

き
ま
し
た
。

今
回
は
そ
の
検
討
状
況
を
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

丹
海
バ
ス
路
線
再
編
の
検
討

市
町
間
を
結
ぶ
路
線
と
し
て
運
行

し
て
い
る
丹
海
バ
ス
は
、
人
口
減
少

に
よ
る
需
要
の
減
少
、
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
す
る
担
い
手
（
運
転
手
）
の
減

少
と
い
う
課
題
を
抱
え
て
い
る
こ
と

か
ら
、
利
用
の
多
い
高
校
生
の
通
学

手
段
を
今
後
も
し
っ
か
り
確
保
し
、

次
に
利
用
の
多
い
高
齢
の
方
々
の
買

い
物
や
通
院
に
も
配
慮
し
つ
つ
、
効

率
的
な
運
行
を
す
る
こ
と
で
持
続
可

能
な
路
線
と
す
る
こ
と
を
目
指
す
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

町
内
に
は
７
路
線
が
運
行
し
て
い

ま
す
が
、
特
に
利
用
の
少
な
い
与
謝

「市町間を結ぶ丹海バス路線の再編」
「コミュニティバスひまわり見直し」の
議論が進んでいます

線
・
福
知
山
線
、
そ
し
て
病
院

線
の
３
路
線
の
効
率
化
が
必

要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

見
直
し
案
と
検
討
状
況

与
謝
線
・
福
知
山
線
は
ど
ち
ら
も

加
悦
谷
を
縦
断
す
る
路
線
で
、
福
知

山
市
へ
の
通
学
や
町
内
で
の
通
学
・

買
物
・
通
院
を
中
心
に
利
用
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
両
路
線
は
競
合
し
て
お

り
、
利
用
者
が
分
散
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
効
率
が
悪
い
状
況
と
な
っ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
両
路
線
を
一
体
的

に
検
討
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
統

合
を
含
め
て
検
討
し
て
い
ま
す
が
、

福
知
山
市
へ
の
移
動
を
ど
の
よ
う
に

確
保
す
る
か
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま

す
。
会
議
で
は
、
考
え
ら
れ
る
選
択

肢
が
３
パ
タ
ー
ン
示
さ
れ
そ
れ
ぞ
れ

の
長
所
・
短
所
を
委
員
で
共
有
さ
れ

ま
し
た
が
、
こ
の
時
点
で
は
、
沿
線

自
治
体
の
考
え
や
財
政
負
担
が
不
明

な
こ
と
か
ら
、
引
き
続
き
協
議
を
進

め
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
病
院
線
は
、
京
丹
後
市
常

吉
地
区
か
ら
平
地
峠
を
越
え
て
北
部

医
療
セ
ン
タ
ー
ま
で
運
行
し
て
い
ま

す
が
、
与
謝
線
・
福
知
山
線
と
競
合

す
る
部
分
が
多
く
あ
り
、
こ
ち
ら
も

効
率
が
悪
い
状
況
と
な
っ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
抜
本
的
な
見
直
し
が
必
要

と
な
っ
て
い
ま
す
。
会
議
で
は
、
市

町
間
を
結
ぶ
路
線
と
し
て
思
い
切
っ

た
路
線
短
縮
案
と
、
町
内
の
み
を
移

動
す
る
移
動
手
段
に
置
き
換
え
る
案

に
つ
い
て
議
論
し
ま
し
た
が
、
こ
ち

ら
も
沿
線
自
治
体
の
考
え
や
財
政
負

担
が
不
明
な
こ
と
か
ら
、
引
き
続
き

協
議
を
進
め
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

福知山線

与謝線

病院線

公共交通ＴＯＰＩＣＳ

地
域
内
交
通
の
検
討

地
域
内
の
移
動
を
担
っ
て
い
る
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
ひ
ま
わ
り
も
効
率

性
が
悪
い
と
い
う
課
題
を
抱
え
て
い

ま
す
。
近
年
は
、
予
約
に
応
じ
て
運

行
す
る
移
動
手
段
や
玄
関
口
か
ら
目

的
地
ま
で
運
行
す
る
乗
合
タ
ク
シ
ー

な
ど
、
新
し
い
交
通
サ
ー
ビ
ス
が
全

国
各
地
で
登
場
し
て
い
ま
す
。
こ
れ

ら
の
新
し
い
交
通
サ
ー
ビ
ス
も
含
め

て
本
町
に
と
っ
て
最
適
な
地
域
内
交

通
の
検
討
を
進
め
る
こ
と
を
確
認
し

ま
し
た
。
し
か
し
、
検
討
・
導
入
準

備
も
含
め
て
一
定
の
期
間
が
必
要
な

た
め
、
そ
の
間
は
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

バ
ス
ひ
ま
わ
り
」
の
運
行
継
続
を
前

提
と
し
、
当
該
バ
ス
の
効
率
性
向
上

を
図
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
ひ
ま
わ
り

の
見
直
案
と
検
討
状
況

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
ひ
ま
わ
り
は

平
成
21
年
か
ら
運
行
を
は
じ
め
ま
し

た
が
、
最
近
は
年
々
利
用
者
が
減
少

し
、
今
で
は
年
間
の
利
用
者
数
が
２

年
前
の
４
分
の
３
程
度
と
な
っ
て
い

る
こ
と
に
加
え
、
バ
ス
運
転
手
不
足

が
大
き
な
問
題
と
な
っ
て
き
て
い
ま

す
。便

ご
と
に
見
て
み
る
と
、
利
用
者

０
人
で
運
行
す
る
便
の
割
合
「
空
便

率
」
や
、
利
用
者
１
人
で
運
行
す
る

便
の
割
合
「
１
人
便
率
」
が
増
加
し

て
い
る
た
め
、
具
体
的
な
見
直
し
案

と
し
て
運
行
日
の
削
減
と
運
行
曜
日

の
変
更
を
、
平
成
31
年
４
月
１
日
か

《コミュニティバスひまわり利用者アンケート結果》

ら
実
施
す
る
案
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、委
員
か
ら
は
、「
地

域
住
民
へ
の
十
分
な
説
明
が
必
要
」、

「
４
月
１
日
か
ら
の
変
更
は
性
急
な

の
で
は
な
い
か
」
と
い
っ
た
意
見
が

出
さ
れ
、
引
き
続
き
協
議
を
進
め
る

こ
と
と
し
ま
し
た
。

地
域
公
共
交
通
会
議
で
は
引
き
続

き
議
論
を
深
め
て
い
く
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。
持
続
可
能
な
、
超
高
齢

社
会
に
対
応
し
た
公
共
交
通
の
実
現

を
目
指
し
て
、
み
な
さ
ん
も
一
緒
に

考
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

4.0

6.0

8.0

10.0
単位：％

2.6％

空便率

2.0

0

6.0％
6.4％

8.5％

9.6％

6.0％

9.9％

6.5％

Ｈ27年 Ｈ28年 Ｈ29年 Ｈ30年

奥滝線
加悦奥・石川線

5.0

9.0

12.0

15.0
単位：％

8.9％

3.0

0

6.3％

12.2％

7.7％

11.5％
10.8％

13.0％

8.2％

Ｈ27年 Ｈ28年 Ｈ29年 Ｈ30年

１人便率 奥滝線
加悦奥・石川線

6.0

■コミュニティバスひまわり運行日変更案

１月 15 日～ 21 日（20 日を除く）、コミュニティバスひまわりの見直し案について、利用者に
直接伺ったところ、23 人の方から意向をお聞きすることができました。

週３日から週２日への変更について「仕方がない」が約 95％、平成 31 年 4 月 1 日から変更す
ることについて「仕方ない」が約 82％という結果となり、多くの利用者は自身の都合をバスに合
わせるといったご意見でした。

これらの意見も踏まえ、今後、地域公共交通会議で議論します。

加悦谷高校

与謝野駅

ウイル

与謝

福知山市
（福知山駅、共栄高校）

宮津市
伊根町

京丹後市

■丹海バス路線
・与謝線
・福知山線
・病院線

与謝の海病院

宮津駅
宮津高校

11　広報よさの FEBRUARY 2019 10



まちの 話題 お届けします

まちの 話題 ワイド

「ふるさと交流ショップ台東」に出店

●与謝野ふろしき講座

心を包む技を学びました
ふろしき特集号「うちのまち第 10 号」との連動

企画として、ふろしき研究会の森田知都子さんを講
師に招き、12 月 22 日、「与謝野ふろしき講座」が
実相寺で開催されました。森田さんは「ふろしきは
言葉に託せない思いや心を届けるコミュニケーショ
ンの手段」と参加者に語りかけ、瓶包みやエコバッ
グ、防災頭巾としての活用方法を伝授。参加者は「タ
ンスに眠ったままにせず、かばんに入れて持ち歩き
たい」と、ふろしきの良さを再認識していました。

与謝野町優良産品認定業者会（大槻喜宏会長）では、12 月 13 日（木）
～ 18 日（火）の６日間、与謝野町の特徴や魅力を発信し、特色ある特
産品を販売することを目的に、東京都台東区が管理・運営する「ふるさ
と交流ショップ台東」に出店されました。

同ショップは、全国の自治体が、各都市の特産品販売や地域の伝統芸
能を紹介するほか、観光パンフレットの配布や移住促進ＰＲなど各地の
魅力を発信するスペースであり、実際に販路開拓等の成果も出ています。

今回、与謝野町は京都府内の自治
体として初めて出店し、与謝野町優良産品認定業者会が特産品のＰＲ・
販路拡大を目的に、「京の豆っこ米」を中心とした与謝野町産の野菜や、

「丹後ちりめん」を使った小物のほか、加工品やお菓子などを販売。６
日間の期間中には 800 人を超える来場者があり、他の出店自治体の平
均売上額を超える売上となりました。来場者からは「次はいつ来るの？」

「また出てほしい」「与謝野町の品揃えのセンスが良い」といった声が
たくさん聞かれ、出店されていた事業者さんも、お客様の声が直接聞
ける良い機会になりたいへん勉強になったと話していました。ショップ内には与謝野町の特産品が並びました

出店した「ふるさと交流ショップ台東」

京都府内の自治体として初！
～「ふるさと交流ショップ台東」で与謝野町優良産品をＰＲ～

森田さん（左から二番目）から包み方を教わる参加者

●よさのみらい大学

年末を彩った癒しの音色
12 月のよさのみらい大学は、スイスで発明され

た新しい楽器ハンドパンの奏者で、新潟県三条市地
域おこし協力隊としても活動されている久保田リョ
ウヘイさんを講師に迎えました。ハンドパンの実演
とともに、金物工業が盛んな三条市での、地域おこ
し協力隊員の活動について講演いただきました。講
演後には、受講者からアンコールの要望が起こるな
ど、年末にふさわしい特別な講座となりました。

久保田さんと所属事務所代表取締役の曽根幹さんによるトークセッション
日　時 ２月 14 日（木）　午後 7 時～ 9 時
場　所 知遊館　あじさいホール
講　師 養老　孟司 氏（東京大学名誉教授）

講 座 案 内

 http://yosano-univ.jp
詳しくは、よさのみらい大学ＨＰから！

●申告相談日程

相談先 相談会場
２月 ３月

受付
時間

対象
税目18

日
（月）

19
日

（火）

20
日

（水）

21
日

（木）

22
日

（金）

25
日

（月）

26
日

（火）

27
日

（水）

28
日

（木）

1
日

（金）

４
日

（月）

５
日

（火）

6 
日

（水）

7 
日

（木）

8 
日

（金）

11
日

（月）

12
日

（火）

13
日

（水）

14
日

（木）

15
日

（金）

税務署 宮津税務署 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 9:00～16:00 所得税

合同相談 野 田 川
わーくぱる 〇 〇 〇 〇 〇 － － － － － － － － － － － － － － － 9:30～11:30

13:00～15:30 所得税
町府民税役場相談

（税務課） 元 気 館 － － － － － 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 9:00～11:30
13:00～16:30

※元気館での相談では、給与収入や年金収入のある方、収入がまったくない方、また町府民税の申告を行う方を対象とした相談を行います。営
業所得、農業所得、不動産所得があり、確定申告をする必要のある方は宮津税務署か野田川わーくぱるでの合同相談会場でご相談ください。

※株式の譲渡所得や不動産の譲渡所得がある方、住宅借入金控除の初年申告は宮津税務署でご相談ください。
※いずれの日程も受付時間内に会場にお越しください。時間を過ぎますと相談受付ができません。

所得税・町府民税の申告相談と受付は３月15 日（金）まで！

混雑解消のためにご協力をお願いします
■ 事業所得（営業、農業所得）や不動産所得のある人は、収支内訳書（項目別に年間分を計算）を記入し、

宮津税務署か野田川わーくぱるで申告をしてください。ただし、結果的に所得税が 0 円となる方は町府民
税の申告でも可能です。

■ 分離申告や住宅借入金控除の初年申告は専門的な内容となるため必ず宮津税務署で申告してください。
■ 医療費控除の明細書はあらかじめ作成してご相談ください。

ご不明な点は税務課 (☎ 43-9020) または宮津税務署 (☎ 0772-22-3271) へお問い合わせください

町府民税の申告が必要な人
平成 31 年１月１日現在、与謝野町に居住されている人は申告書を提出してください。所得のない人も、そ

の旨を申告してください。ただし、次に該当する人はあらためて申告書を提出する必要はありません。
【申告の不要な人】
■ 所得税の確定申告書を提出した人
■ 給与所得のみの方で、勤務先から年末調整をされた給与支払報告書を提出されている人
■ 公的年金等に係る所得のみの人で、扶養控除等の内容に修正の必要がない人

所得税の申告が必要な人
■ 事業をしている人や不動産収入のある人、土地や建物を売った人などで、平成 30 年中の所得の合計額が、

各種所得控除の合計額より多い人
■ 給与の収入金額の合計額が 2,000 万円を超える人
■ 給与を１ヵ所から受けている人で、給与所得や退職所得以外の所得が 20 万円を超える人
■ 給与を２ヵ所以上から受けている人で、年末調整を受けていない給与収入と各種の所得金額（給与所得や

退職所得を除く）との合計額が 20 万円を超える人
※ 平成 23 年分以後で公的年金等の収入金額が 400 万円以下で、かつ、公的年金等に係る雑所得以外の所

得金額が 20 万円以下である場合には、所得税の確定申告書を提出することを要さないこととされました。
ただし、追加される控除がある場合は、町府民税の申告書を提出してください。

申告に必要なもの
● 印鑑
● 平成 30 年中の収入がわかる書類（給与所得者や年金受給者で申告をする人は源泉徴収票）
● 所得控除の計算に必要な書類、払込証明書等（生命保険料、地震保険料、国民年金、国民健康保険税、介

護や後期高齢者医療の保険料、医療費控除明細等）
● 個人番号カードまたは通知カードおよび本人確認書類（写しの添付が必要となることもあります）

混雑解消のため、申告はお早めに！
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皆 さんこんにちは、ナターシャです。私は物心
ついたときから音楽が大好きであり、母国バ

ルバドスでは合唱団に所属していました。幸いなこ
とに、与謝野町では英語の歌を学びたいというこの
町の友人たちと共に「ナチュラル ナターシャ コー
ラス（NNC）」という合唱団を結成することがで
きました。NNC は今年で活動３年目になり、毎年
クリスマスには「ウイル」でコンサー
トを開催しています。今年も皆さんの
前でしっかりとした声で歌うことがで
きました。言葉は分からなくても音楽
という共通言語により私たちが一体に
なった瞬間であり、本当に幸せでした。

私の一番の楽しみはカラオケで歌う
ことです。カラオケはバルバドスでも
とても人気があります。私はどんな曲を歌うのかよ
く聞かれますが、ジャンルに関係なく好きになった
曲は何でも歌います。クラシック、ゴスペル、カン
トリー、ジャズ、ブルース、K-POP など海外の曲
だけでなく、ジブリ映画やアニメの曲など日本の音
楽も大好きであり、ZARD の「負けないで」はカ
ラオケに行くたびに歌います。

また、私はロック音楽も大好きです。初めて日本
に来たときも、慣れ親しんだビートルズの曲が流れ
ていて大変驚いたとともにうれしくなりました。好

きなロックバンドはたくさんありますが、その中で
も私の大のお気に入りは、Queen という英国のロッ
クバンドです。Queen は 1970 年代から世界中で
愛されてきた非常に人気のあるロックバンドであり、

「ボヘミアン・ラプソディ」という映画が最近公開
されたことでも記憶に新しいと思います。映画は福
知山市の映画館で上映されていたので、私も友人と

観に行きました。友人は日本人でした
が、Queen の話題で一緒に盛り上がる
ことができ、音楽というものは素晴ら
しいコミュニケーションツールになる
ことを改めて認識しました。

私の授業では、難しい言葉を少しで
も楽しく覚えられるように Queen の
曲「We Will Rock You」を使います。

私が手足でリズムを取りながら歌うと、子どもたち
も曲を覚えて笑顔で一緒に歌い、教室の雰囲気をと
ても幸せなものにします。

古来より、人間にとって初めての娯楽は音楽であ
るといわれており、たとえ私たちが同じ言葉を話せ
なくとも、音楽があれば自然とお互いに笑顔になる
ことができます。

音楽、それは私たち人間全てにとっての共通言語
であり、本当に素晴らしいコミュニケーションツー
ルです。

A L Tリレーコラム ［第 91 回　音楽という共通言語　by ナターシャ・ハーパー］	 COLUMN

NNC のメンバーを私は誇らしく思い
ます！（中央左が筆者）
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犬・猪・鶏の土製品

図書館へ行こう！  BOOKS

●問い合わせ先／与謝野町立図書館 ☎ 46-2451　加悦分室 ☎ 43-0376　野田川分室 ☎ 43-0087
●開館時間／午前 10 時～午後６時　●休館日／毎週月曜（本館・加悦分室）、毎週火曜（野田川分室）、毎月最終木曜（共通）

蔵書点検のための臨時休館のお知らせ
図書館（全館）は蔵書点検のため、右記のと

おり臨時休館します。
休館中はご不便をおかけしますが、ご理解ご

協力をお願いします。

＜休館期間＞　
【本 館】　２月 12 日（火）～ 15 日（金）　４日間
【野田川分室】　２月 20 日（水）～ 21 日（木）　２日間
【加 悦 分 室】　２月 26 日（火）～ 27 日（水）　２日間

暖冬と言われますが、やっぱり２月は冬本番。寒い日々に体調を崩す
ことがないよう願いつつ、図書館にある風邪やウイルスに関する本をご
紹介します。

風邪やウイルスに
負けないように

『鬼嵐』
仙川環／小学館

過疎化が進む地元に戻って
きた医師が、連続して起
こるウイルス感染死の謎に
迫る。作中で描かれる外国
人労働者の増加、過疎化へ
の対策としての町おこしと
いった現在の日本社会の姿
も含め、リアルで読み応え
たっぷりの医療ミステリー。

『リサかぜをひく』
アン ・グットマン／ゲオルグ ・ハレンスレーベン／ 石津ちひろ ／ブロンズ新社

キャラクターの愛らしさから大人気の「リサとガスパー
ル」の１冊。ある日リサ
は、みずたまりで遊んだ
あとに、体がだるくなっ
たけれど、怒られるの
がいやで、次の日学校へ
行きました。でもやっぱ
りつらくなったリサは…。
最後元気になったリサの
姿もほほえましい絵本。

『ちょっと具合のわるいときの子どものごはん』
若江恵利子／婦人之友社

子どもはうまく自分の体
の不調を言い表すことが
難しいと言われます。大人
がそんな子どもの様子に
気付き、寄り添って食事や
生活を見直してほしいと
いう思いとともに、熱や
風邪といった症状別以外
に、病気の予防にも対応し
たレシピ約 80 種を紹介。

『感染症キャラクター図鑑 気になるあの病気から
自分を守る！』 　岡田晴恵監修／いとうみつる／日本図書センター

いろんな不思議をユニーク
なキャラクターで解説する

「キャラクター図鑑」。今度は
人にうつる感染症をテーマ
に、さまざまな菌やウイルス
といった病原体を、個性あふ
れるキャラクターにして紹介。
病気の症状や感染のしかたな
ども説明しています。

■日時 ２月22日（金） ※ 毎月第４金曜日
 午後１時30分～３時
■問い合わせ先 江山文庫　☎ 43-2180

江山文庫読書会 与謝野晶子の童話を読む

第 82 回「森の中のお支度」

Info　　図書館おはなし会

[ 加　悦 ]　２月９日（土） 午前 10 時 30 分～
[ 野田川 ]　２月 16 日（土） 午前 10 時 30 分～
[ 本　館 ]　３月２日（土） 午前 10 時 30 分～

一般書  ●『相続と遺言のことならこの1冊』
石原豊昭ほか／自由国民社 ●『日本国紀』百田
尚樹／幻冬舎 ●『フランス座』ビートたけし
／文藝春秋 ●『麒麟児』冲方丁／KADOKAWA  

今月の
新着図書

児童書  ●『だいこんさんおふろにはいる』岡田よしたか／Ｐ
ＨＰ研究所 ●『いじめているきみへ』春名風花／朝日新聞出
版 ●『風と行く者（守り人シリーズ外伝）』上橋菜穂子／偕
成社 ●『オリンピックのおばけずかん』斉藤洋／講談社
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町 政  News & Information町 政  News & Information

ＩＶＥＮＴ　ＩＮＦＯＲＭＡＴＩＯＮ

国際ボランティア学生協
会（IVUSA）と阿蘇海環境づ
くり協働会議（事務局：丹後
広域振興局）が連携した事業
の一環として、平成 27 年か
ら年２回程度、大学生ボラン
ティア約 100 人による阿蘇
海でのカキ殻回収等、阿蘇海流域での環境改善に係
る活動を実施しています。

今春もカキ殻回収を実施しますので、ぜひご参加
ください。
場所　阿蘇シーサイドパーク周辺　
集合　阿蘇シーサイドパーク管理棟前
服装　汚れても（濡れても）良い服装、長靴、軍手
主催　阿蘇海環境づくり活動実行委員会

阿蘇海環境づくり活動
よさの百年の暮らし委員会

（愛称：みらいふ）では、与
謝野町の環境保全や地球温暖
化防止対策の一環として、み
らいふ委員と一緒に交流しな
がらエコを考える環境啓発イ
ベントを開催します。
場所　加悦谷ショッピングプラザウイルふれあい広場
内容　エコ縁日（しゃてき・わなげ・クイズ）／省
エネ診断／クラフト体験（メロディハウス）／電気
自動車試乗体験／太陽光発電／グリーンカーテン作
品の展示／みらいふ活動紹介動画
特典　スタンプラリーで、みらいふくまめ（青大豆
のポン菓子）をプレゼント（先着 100 名様）
主催　よさの百年の暮らし委員会（愛称：みらいふ）

与謝野町の環境未来 2019

３/３（日）

午前11時
～午後４時

３/２（土）

午前９時～正午

問い合わせ：住民環境課 ☎ 43-9030

４月１日から指定管理者が更新される施設の指定管理者が、12 月定例議会の議決を受けて正式に指定されました
のでお知らせします。

問　総務課 ☎ 43-9010公の施設の指定管理者が指定されました

施設名 所管課 指定管理者名 指定期間

与謝野町ホームヘルパーステーション 福祉課 社会福祉法人北星会 4 月 1 日～ 2024 年 3 月 31 日

与謝デイサービスセンター 福祉課 社会福祉法人北星会 4 月 1 日～ 2024 年 3 月 31 日

与謝在宅介護支援センター 福祉課 社会福祉法人北星会 4 月 1 日～ 2024 年 3 月 31 日

与謝野町障害者就労継続支援施設 福祉課 社会福祉法人よさのうみ福祉会 4 月 1 日～ 2024 年 3 月 31 日

与謝野町障害者グループホーム・ケアホーム 福祉課 社会福祉法人よさのうみ福祉会 4 月 1 日～ 2024 年 3 月 31 日

与謝野町地域農産物等活用型交流施設 農林課 社会福祉法人よさのうみ福祉会 4 月 1 日～ 2022 年 3 月 31 日

与謝野町食と健康の拠点施設 農林課 社会福祉法人よさのうみ福祉会 4 月 1 日～ 2022 年 3 月 31 日

国
際
連

合
は
昭
和

23
年
12
月

10
日
に
世

界
に
お
け

る
自
由
、

正
義
お
よ

び
平
和
の

基
礎
で
あ

る
基
本
的
人
権
を
確
保
す
る
た
め
、

全
て
の
人
民
と
全
て
の
国
と
が
達
成

す
べ
き
共
通
の
基
準
と
し
て
、
世
界

人
権
宣
言
を
採
択
し
、
12
月
10
日
を

「
人
権
デ
ー
」
と
定
め
ま
し
た
。
日

本
で
は
こ
の
日
を
記
念
し
て
毎
年
12

月
４
日
か
ら
10
日
ま
で
を
「
人
権
週

間
」
と
定
め
、
期
間
中
、
各
関
係
機

関
や
団
体
と
協
力
し
合
い
、
人
権
尊

重
思
想
の
普
及
と
高
揚
を
図
る
た

め
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
行
っ
て
い

ま
す
。

与
謝
野
町
で
は
、
12
月
６
日
に
加

悦
谷
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
プ
ラ
ザ
ウ
イ
ル

で
、
さ
ま
ざ
ま
な
団
体
の
皆
さ
ん
と

人
権
街
頭
啓
発
を
行
い
ま
し
た
。
こ

の
人
権
週
間
や
人
権
の
大
切
さ
を
広

く
地
域
の
方
々
に
知
っ
て
い
た
だ
く

た
め
、
人
権
啓
発
メ
ッ
セ
ー
ジ
入
り

二
色
ペ
ン
の
啓
発
物
品
を
手
渡
し

し
、
人
権
の
尊
重
を
呼
び
か
け
ま
し

た
。

問　住民環境課 ☎ 43-9030

人権の大切さを呼びかける機会に
人権街頭啓発を実施

人権の大切さを伝えました

１
月
10
日
、
福
知
山
公
立
大
学
で
、
福

知
山
市
（
大
学
設
置
者
）
を
除
く
、
与
謝

野
町
・
舞
鶴
市
・
綾
部
市
・
宮
津
市
・
京

丹
後
市
・
伊
根
町
の
４
市
２
町
の
首
長
が

一
堂
に
会
し
て
、
包
括
的
連
携
協
力
に
関

す
る
協
定
を
そ
れ
ぞ
れ
福
知
山
公
立
大
学

と
締
結
し
ま
し
た
。

こ
の
協
定
は
、
持
続
可
能
な
地
域
社
会

の
発
展
の
た
め
に
、
相
互
が
包
括
的
な
連

携
を
深
め
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の

資
源
や
機
能
等
の
活
用
を
図
り
、
幅
広
い

分
野
で
相
互
に
協
力
し
て
、
地
域
社
会
の

発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
①

地
域
の
人
材
育
成
・
定
着
、
②
地
域
の
振

興
・
情
報
化
、
③
地
域
経
済
の
発
展
、
④

地
域
の
観
光
振
興
、
⑤
地
域
の
保
健
医
療

福
祉
の
向
上
の
５
項
目
を
中
心
に
行
い
、

全
国
か
ら
集
ま
っ
た
学
生
が
、
こ
の
地
に

根
付
き
、
地
域
産
業
の
担
い
手
と
な
っ
て

く
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

問　企画財政課 ☎ 43-9015

北部地域の発展に向けて
福知山公立大学との包括的連携協力に関する協定を締結

公立大学との締結を契機に、地域創生の一翼を担うも
のと期待します。

１
月
１
日
付
け
で　
大お

お
江え

明あ
き

子こ

さ
ん
（
弓
木
）、

大お
お
江え

良り
ょ
う
一い
ち
さ
ん
（
男
山
）、
瀬せ

堂ど
う
久ひ
さ
雄お

さ
ん
（
石

川
）、
増ま

す
田だ

明あ
け

美み

さ
ん
（
三
河
内
）、
が
人
権
擁
護

委
員
に
再
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

人
権
擁
護
委
員
は
、
法
務
大
臣
が
委
嘱
し
た
民

間
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
で
す
。
法
務
局
と
連

携
し
て
、
地
域
の
皆
さ
ん
か
ら
相
談
を
受
け
、
問

題
解
決
の
お
手
伝
い
を
し
た
り
、
人
権
侵
害
の
被

害
者
を
救
済
し
た
り
、
地
域
の
皆
さ
ん
に
人
権
に

つ
い
て
関
心
を
持
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
な
啓
発
活

動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
任
期
は
３
年
で
、
現
在
与

謝
野
町
で
は
11
人
の
委
員
が
活
動
さ
れ
て
い
ま

す
。
い
じ
め
、
差
別
、
セ
ク
ハ
ラ
、
Ｄ
Ｖ
そ
の
他

人
権
に
関
す
る
こ
と
で
お
悩
み
の
方
は
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
常
駐
相
談
窓
口
（
法
務
局
）

毎
月
第
２
・
第
４
火
曜
日
（
祝
日
・
休
日
を
除
く
）

の
午
前
10
時
～
午
後
４
時
、
法
務
局
宮
津
支
局
に
て

■
電
話
相
談
窓
口
（
み
ん
な
の
人
権
１
１
０
番
）

☎
０
５
７
０
・０
０
３
・１
１
０

問　住民環境課 ☎ 43-9030

人権擁護委員を紹介します
１月１日付けで４人が再委嘱されました

人
権
擁
護
委
員
の
み
な
さ
ん

足
あ

立
だち

英
えい

子
こ

さん（上山田）

大
おお

江
え

明
あき

子
こ

さん（弓木）　

大
おお

江
え

京
きょう

子
こ

さん（後野）

大
おお

江
え

良
りょう

一
いち

さん（男山） 

上
じょう

西
にし

義
よしひと

仁さん（岩滝）

瀬
せ

堂
どう

久
ひさ

雄
お

さん（石川） 

土
つち

田
だ

清
きよ

司
し

さん（後野）

西
にしはら

原直
なお

也
や

さん（与謝）

日
ひ

髙
だか

勝
かつのり

典さん（四辻）

増
ます

田
だ

明
あけ

美
み

さん（三河内） 

山
やまぐち

口薫
かおる

さん（温江）
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お
め
で
と
う

　
ご
ざ
い
ま
す

　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

お
悔
や
み

　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

町内に配布している

広報誌には掲載しています

町内に配布している

広報誌には掲載しています

与謝野町役場 
　☎ 43-9000（代表）

総務課
　☎ 43-9010 
防災安全課 
　☎ 43-9011
商工振興課
　☎ 43-9012
会計室
　☎ 43-9013
建設課
　☎ 43-9014
企画財政課
　☎ 43-9015
観光交流課
　☎ 43-9016

加悦庁舎 
　☎ 43-9001（代表）

税務課
　☎ 43-9020
福祉課
　☎ 43-9021
保健課
　☎ 43-9022
農林課
　☎ 43-9023
子育て応援課
　☎ 43-9024
教育委員会 学校教育課
　☎ 43-9025
教育委員会 社会教育課
　☎ 43-9026
議会事務局
　☎ 43-9027
CATV センター
　☎ 43-9028
野田川庁舎
　☎ 43-9002（代表）

住民環境課
　☎ 43-9030
上下水道課
　☎ 43-9031

２/28（木）まで
国民健康保険税　第 9 期
介 護 保 険 料　第 9 期

今月の納期

納期を過ぎた町税の納付相談窓口
京都地方税機構 丹後地方事務所
京丹後市役所 大宮庁舎 ３階

問　0772-68-1041

滞納税相談窓口

各庁舎に天ぷら油回収
ボックスを設置してい
ます。ボックスの扉を
開いて、天ぷら油を入
れた容器をそのまま置
いてください！

※ＮＤ ･･･ 定量下限値（0.5）未満

町内各河川のＢＯＤ値経年変化（単位：mg /ℓ）

採取場所 18 年度 28 年度 29 年度 30 年度

奥山川（大薮橋） 1.4 1.0 0.6 N D

岩屋川（青田橋） 1.1 0.5 N D N D

水戸川（川尻橋） 0.7 N D N D N D

香河川（浅郷橋） 0.7 0.6 N D N D

野田川（堂谷橋） 0.8 0.5 N D N D

野田川（大江山橋） 0.5 N D N D N D

野田川（三村橋） 0.7 N D N D N D

野田川（岩滝橋） 0.7 N D N D N D

滝川（滝川橋） N D N D N D N D

温江川（西光寺橋） 0.6 N D N D N D

加悦奥川（宮野橋） 0.6 N D N D N D

亀山川（砂原橋） 1.4 1.7 0.8 1.1

三田川（三田橋） 0.6 N D N D N D

男山川（男山大橋） 0.7 N D N D N D

施
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
連
携
し
た

野
田
川
・
阿
蘇
海
の
清
掃
な
ど
、

各
組
織
で
連
携
を
強
め
て
い
ま
す
。

ま
た
、
町
内
で
天
ぷ
ら
油
の
回

収
を
行
っ
て
い
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
丹

後
の
自
然
を
守
る
会
に
賛
同
し
、

役
場
各
庁
舎
に
回
収
ボ
ッ
ク
ス
を

設
置
し
て
い
ま
す
。
大
さ
じ
１
杯

の
天
ぷ
ら
油
を
下
水
に
流
す
と
、

浴
槽
10
杯
分
以
上
の
水
で
薄
め
な

け
れ
ば
魚
が
住
め
る
水
質
に
戻
ら

な
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
環
境

保
全
の
た
め
に
も
、
ぜ
ひ
回
収

ボ
ッ
ク
ス
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

ざ
ま
な
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま

す
が
、
抜
本
的
な
解
決
に
は
つ
な

が
り
に
く
く
、
地
域
住
民
や
関
係

団
体
、
行
政
が
一
体
と
な
っ
て
総

合
的
な
取
り
組
み
を
進
め
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

平
成
19
年
に
京
都
府
、
宮
津
市
、

与
謝
野
町
を
は
じ
め
有
識
者
や
自

治
会
な
ど
阿
蘇
海
を
取
り
巻
く
幅

広
い
分
野
の
団
体
が
集
ま
り
立
ち

上
げ
た
「
阿
蘇
海
環
境
づ
く
り
協

働
会
議
」で
は
、啓
発
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
の
作
成
や
、
小
中
学
生
に
向
け

た
阿
蘇
海
流
域
の
環
境
学
習
の
実

14
河
川
の
水
質
を
調
査

与
謝
野
町
で
は
、
年
に
一
度
町

内
を
流
れ
る
河
川
の
水
質
検
査
を

行
っ
て
お
り
、
検
査
結
果
は
、
河

川
の
汚
れ
の
程
度
を
表
す
「
Ｂ
Ｏ

Ｄ
（
生
物
化
学
的
酸
素
要
求
量
）」

で
示
し
て
い
ま
す
。
Ｂ
Ｏ
Ｄ
と
は
、

微
生
物
が
水
中
の
汚
濁
物
質
を
分

解
す
る
た
め
に
必
要
と
す
る
酸
素

量
の
こ
と
で
、
値
が
大
き
い
ほ
ど

水
質
汚
濁
が
著
し
い
こ
と
を
表
し

ま
す
。

平
成
30
年
度
の
検
査
結
果
は
、

亀
山
川
は
少
し
数
値
が
上
昇
し
て

い
ま
す
が
、
他
は
全
て
Ｎ
Ｄ
〔
定

量
下
限
値
（
０
・５
）
未
満
〕
と
、

非
常
に
良
好
な
状
態
で
し
た
。
ま

た
、
基
準
の
２・
０
を
超
え
る
河

川
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
下
表

を
見
る
と
、
平
成
18
年
度
は
全
体

的
に
高
い
数
値
で
し
た
が
、
近
年

は
Ｎ
Ｄ
の
数
が
増
え
て
お
り
、
良

い
方
向
に
向
か
っ
て
い
る
こ
と
が

わ
か
り
ま
す
。

阿
蘇
海
の
浄
化
に

向
け
て
の
取
り
組
み

阿
蘇
海
の
周
辺
地
域
で
は
、
美

し
い
阿
蘇
海
を
取
り
戻
そ
う
と
地

域
や
各
種
団
体
の
皆
さ
ん
で
さ
ま

功績・功労をたたえて

安田光孝さん（三河内）は、平成 21 年５月に与謝野町
商工会長に就任以来、平成 30 年５月までの 3 期 9 年の
長きにわたり、 地域経済の活性化ならびに商工業の発展に
ご尽力されました。また、平成 23 年５月からは京都府商
工会連合会副会長として、府内のソーシャルビジネスの事
業化を推進するなど中小企業振興に多大な貢献を果たさ
れ、この度の受章に至りました。

長年のご尽力に心から感謝申し上げます。

■旭日単光章　安
やす

田
だ

光
みつたか

孝さん

問　住民環境課 ☎ 43-9030

町内河川の水質はほぼ良好！
平成 30 年度河川水質検査結果

清水侊ニさん（宮津市滝馬）は、昭和 38 年に加悦中
学校へ着任以降、江陽中学校や与謝小学校など町内の小・
中学校を主な勤務地とし、平成 12 年３月に加悦中学校を
校長で退職するまでの約 37 年の間、学校教育・児童生
徒の健全育成に大きく寄与されました。家庭や地域社会
との連携を大切にし、部活動では野球部とブラスバンド
部の顧問として熱心な指導に取り組み、また、退職後は、
音楽教員としての経験を活かし、地域での合唱指導や公
民館での音楽講座・サークルの指導者として活動し、平
成 28 年４月開園のかえでこども園設立にあたっては園歌
を作曲するなど、学校教育のみならず地域社会の発展に大きく貢献し、この度の受章
に至りました。長年のご尽力に心から感謝申し上げます。

■瑞宝双光章　清
し

水
みず

侊
こう

ニ
じ

さん

上野桃子さん（岩滝）は、教職員として長きにわたり、
児童への学習指導に熱意を持って取り組み、優れた指導
力で小学校教育の推進に尽力されました。さらに、平成
27 年度からは与謝小学校教務主任として教育課程の進行
管理に努め、学校全体の授業改善に大きく寄与されまし
た。その多大な功績・貢献が認められ、この度、学校教
育の振興に関し、特に功績顕著な教職員の功労をたたえ、
文部科学大臣が表彰する「優秀教職員表彰」の受賞に至
りました。

長年のご尽力に心から感謝申し上げます。

■優秀教職員表彰（文部科学大臣表彰）　上
うえ

野
の

桃
もも

子
こ

さん

平成 30 年 12 月末現在

まちのうごき

人　口 21,811 人（－ 12）

　男　 10,424 人（＋１）

　女　 11,387 人（－ 13）

世帯数 9,123 戸（＋７）
※括弧内は前月比

※この欄で紹介する出生とお悔やみは、12 月 16 日から１月 15 日までの届け出分です。また、役場窓口で届出の際に希望された方のみを掲載しています。
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国税庁では確定申告等に関する
「電話相談」を行っています

平成 30 年中の所得に関する確定申告

は、２月 18 日から３月 15 日までです。

国税庁では、所得税の他、消費税、相続

税などの相談を「電話相談センター」で

受け付けていますので、分からないこと

などがあればお気軽にご利用ください。

ご利用方法は、電話相談センター（☎
0772-22-3271）にお電話いただき、自動

音声に従い「１」を押してください。

【募集案内】水道メータ検針員
与謝野町では「水道メータ検針員」を募集しています。詳しい募集要綱は１月 25 日発行の「広報よさ

のお知らせ版」をご確認いただくか、上下水道課（☎ 43-9031）までお問い合わせください。

問　総務課 ☎ 43-9010

投票区 従事場所（投票所） 投票区 従事場所（投票所） 投票区 従事場所（投票所）
第 １（石　田） 石田地区公民館 第 ９（上山田） 上山田地区公民館 第 17（与　謝） 与謝地区公民館

第 ２（弓　木） 弓木地区公民館 第 10（下山田） 下山田地区公民館 第 18（　滝　） 滝地区公民館

第 ３（岩　滝） 岩滝保健センター 第 11（石　川） 石川農業構造改善センター 第 19（奥　滝） 奥滝公民館

第 ４（東　町） 東町会館 第 12（川　上） 川上公民館 第 20（金　屋） 金屋地区公民館

第 ５（男　山） 男山地区公民館 第 13（算　所） 算所会館 第 21（温　江） 温江地区公民館

第 ６（三河内） 三河内地区公民館 第 14（加悦奥） 加悦奥地区公民館 第 22（明　石） 明石地区公民館

第 ７（岩　屋） 岩屋地区公民館 第 15（加　悦） 加悦地域公民館 第 23（香　河） 香河地区公民館

第 ８（市　場） 四辻地区公民館 第 16（後　野） 後野地区公民館

◎投票日当日の従事場所

与謝野町選挙管理委員会では、４月７日執行予定の京都府議会
議員一般選挙に係る「期日前投票立会人」および「投票日当日の
投票立会人」を募集します。
■ 応募資格　満 18 才以上の選挙人名簿に登録されている有権者
■ 募集期間および応募方法

２月 22 日（金）までに与謝野町選挙管理委員会（総務課内：
☎ 43-9010）へ電話にてお申し込みください。なお、応募者が
定員を超える場合は、抽選となります。
■ 投票立会人の業務

主に、投票に来られた方が投票用紙を持ち帰ることなく、投票
箱に投函されているか確認していただきます。また、投票立会人
には次の２種類があります。
①期日前投票立会人
▼ 期 間　３月 30 日（土）～４月６日（土）（８日間）
▼ 募集人数　１日２人×８日×３庁舎（計 48 人）

▼ 従事場所　期日前投票所（与謝野町役場本庁舎、加悦庁舎、野
田川庁舎）

▼ 従事時間　午前８時半～午後８時（集合時間：午前８時 20 分）
▼ 日 当　9,500 円（口座振込です。所得税は左記報酬額から

源泉徴収します）　※ 食事を準備します
②投票日当日の投票立会人
▼ 従 事 日　４月７日（日）※ 投票日当日
▼ 募集人数　２人× 23 投票所（計 46 人）
▼ 従事時間　午前７時～午後８時まで（集合時間：午前６時50分）

（ただし、第 12（川上）・第 19（奥滝）・第 23（香河）
投票所は午後６時まで）

▼ 従事場所　応募者の方が選挙人名簿に登録されている投票区
の投票所　※ 表「投票日当日の従事場所」参照

▼ 日 当　1 万 700 円（口座振込です。所得税は左記報酬額
から源泉徴収します）　※ 食事を準備します

京都府議会議員一般選挙の投票立会人を募集します

お知らせページ 問＝問い合わせ先

申＝申し込み先・方法

問

申

第
２
次
与
謝
野
町
男
女
共
同
参
画
計
画
（
案
）

に
み
な
さ
ん
の
ご
意
見
を

与
謝
野
町
で
は
、
第
２
次
与
謝
野
町
男
女
共

同
参
画
計
画
の
策
定
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

推
進
委
員
会
・
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
合
同
会

議
を
重
ね
て
ま
と
め
た
「
第
２
次
与
謝
野
町
男

女
共
同
参
画
計
画（
案
）」に
対
す
る
パ
ブ
リ
ッ

ク
コ
メ
ン
ト
を
実
施
し
ま
す
の
で
、
み
な
さ
ん

か
ら
の
ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

計
画
（
案
）
の
公
表　
町
Ｈ
Ｐ
ま
た
は
総
務
課

（
本
庁
）、
住
民
環
境
課
（
野
田
川
庁
舎
）、
税

務
課
（
加
悦
庁
舎
）
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

提
出
方
法　
郵
便
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
電
子
メ
ー
ル
ま

た
は
直
接
企
画
財
政
課
も
し
く
は
各
庁
舎
へ
書

面
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

郵
送
先　
〒
６
２
９・
２
２
９
２　
与
謝
野
町

字
岩
滝
１
７
９
８
番
地
１　
与
謝
野
町
役
場
企

画
財
政
課

Ｆ
Ａ
Ｘ　
４
６・４
６
３
０

メ
ー
ル　

kikakuzaisei@
tow

n.yosano.lg.jp

意
見
書
の
様
式　
住
所
、
氏
名
、
連
絡
先
、
意

見
の
内
容
を
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。
様
式
は
問

い
ま
せ
ん
。

募
集
期
限　
３
月
８
日
（
金
）
必
着

ご
意
見
の
取
り
扱
い　
提
出
さ
れ
た
意
見
は
、

最
終
的
な
計
画
（
案
）
の
検
討
資
料
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

　
な
お
、
ご
意
見
に
対
す
る
個
別
回
答
は
行
わ

ず
、
氏
名
と
連
絡
先
を
除
き
検
討
結
果
と
あ
わ

せ
て
公
表
し
ま
す
。

問　
企
画
財
政
課
☎
４
３・９
０
１
５

橋
立
中
学
校
美
術
部
作
品
展

日
程　
２
月
17
日
（
日
）
～
３
月
３
日
（
日
）

午
前
９
時
～
午
後
５
時

場
所　
知
遊
館　
※ 

月
曜
日
休
館
・
入
場
無
料

内
容　
橋
立
中
学
校
美
術
部
に
よ
る
デ
ッ
サ

ン
、
模
写
、
写
生
画
、
構
想
画
、
ポ
ス
タ
ー
等

を
展
示
し
ま
す
。
全
国
レ
ベ
ル
へ
と
挑
戦
す
る

橋
中
生
の
作
品
を
ぜ
ひ
、
ご
鑑
賞
く
だ
さ
い
。

問　
知
遊
館
☎
４
６・２
４
５
１

小
学
校
卒
業
式
「
女
子
児
童
着
物
着
付
け
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
」
を
募
集
し
ま
す

与
謝
野
町
婦
人
会
で
は
、
町
内
の
小
学
校
の

卒
業
式
に
、
女
子
児
童
が
着
物
・
袴
・
ブ
ー
ツ

姿
で
参
加
で
き
る
よ
う
衣
装
の
貸
し
出
し
と
着

付
け
を
行
う
事
業
を
続
け
て
お
り
、
卒
業
式
当

日
に
、
一
緒
に
着
付
け
の
手
伝
い
を
し
て
い
た

だ
け
る
方
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

日
時　
３
月
20
日
（
水
）
午
前
７
時
～
８
時
ご
ろ

場
所　
町
内
各
小
学
校（
加
悦
小
学
校
を
除
く
）

内
容　
小
学
校
６
年
生
女
子
児
童
へ
の
着
物
・

袴
の
着
付
け

※ 

当
日
ま
で
に
着
付
け
講
習
会
も
実
施
し
ま
す

問
・
申　
与
謝
野
町
婦
人
会
☎
４
２・２
６
１
２

ち
り
め
ん
街
道
ひ
な
め
ぐ
り
２
０
１
９

酒
蔵
マ
ル
シ
ェ
の
出
店
者
を
募
集
し
ま
す

こ
の
丹
後
の
か
た
す
み
で
（
旧
称
：
ち
り
め

ん
街
道
女
子
会
）
で
は
、
イ
ベ
ン
ト
期
間
中
、

街
道
内
に
あ
る
酒
蔵
で
出
店
い
た
だ
け
る
方
を

募
集
し
て
い
ま
す
。
作
品
展
示
や
販
売
、
お
菓

子
・
料
理
の
提
供
、
野
菜
の
販
売
、
手
作
り
教

室
の
開
催
な
ど
、
内
容
は
問
い
ま
せ
ん
。

期
間　
３
月
２
日
（
土
）
～
10
日
（
日
）

時
間　
午
前
11
時
～
午
後
３
時　
※ 

開
店
時
間

出
店
料　
キ
ッ
チ
ン
を
使
用
さ
れ
る
場
合
は

２
５
０
０
円
／
日
、
使
用
さ
れ
な
い
場
合
は

２
０
０
０
円
／
日

問
・
申　

２
月
25
日
（
月
）
ま
で
に

こ
の
丹
後
の
か
た
す
み
で
（
三
田
☎

０
８
０・５
３
０
２・３
０
０
６
）
ま
た
は
こ
の

丹
後
の
か
た
す
み
で
Ｆ
Ａ
Ｃ
Ｅ
Ｂ
Ｏ
Ｏ
Ｋ
ペ
ー

ジ
か
ら
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

平
成
31
年
度
高
校
生
給
付
型
奨
学
金
等
（
非
課

税
世
帯
）
支
給
申
請
の
ご
案
内

京
都
府
で
は
、
市
町
村
民
税
が
非
課
税
世
帯

の
子
の
高
等
学
校
等
へ
の
進
学
を
促
進
し
、
修

学
を
支
援
す
る
た
め
、「
高
校
生
給
付
型
奨
学

金
等
支
給
事
業
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

支
給
対
象
者
　
町
民
税
非
課
税
世
帯
で
、
高
等

学
校
等
に
修
学
し
、
①
～
④
の
い
ず
れ
か
に
該

当
す
る
世
帯
。

①
母
子
・
父
子
世
帯
（
配
偶
者
の
い
な
い
母
ま

た
は
父
と
20
歳
未
満
の
者
の
み
で
構
成
す
る
世

帯
、
母
子
ま
た
は
父
子
と
65
歳
以
上
の
者
で
構

成
す
る
世
帯
）

②
児
童
世
帯
（
父
母
の
い
な
い
20
歳
未
満
の
者

で
構
成
す
る
世
帯
）

③
障
害
者
世
帯
（
父
母
の
ど
ち
ら
か
が
身
体
障

害
者
手
帳
３
級
以
上
）

④
長
期
療
養
者
世
帯
（
父
母
の
ど
ち
ら
か
が

６
ヵ
月
以
上
の
入
院
等
）

支
給
金
額　
▼ 

入
学
支
度
金　

国
公
立

６
万
３
０
０
０
円
、
私
立
（
全
日
制
）

17
万
８
０
０
０
円
、
私
立
（
定
時
制
）

13
万
７
０
０
０
円
、
通
信
制
４
万
５
０
０
０
円

（
一
人
一
回
入
学
時
の
み
）　
▼ 

支
援
金　
年
額

６
万
円
（
国
の
支
援
金
額
と
併
給
調
整
あ
り
）

▼ 

奨
学
金　
特
別
支
援
学
校
高
等
部
、
他
府
県

の
私
立
高
校
な
ど
制
限
や
併
給
調
整
あ
り
。

問
・
申　
２
月
28
日
（
木
）
ま
で
に
子
育
て

応
援
課
へ
。
※ 

申
請
に
必
要
な
書
類
は
子
育
て

応
援
課
に
あ
り
ま
す
。
※ 

新
１
年
生
は
、
入
学

見
込
み
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

平
成
31
年
度
母
子
家
庭
奨
学
金
（
高
校
生
入
学

支
度
金
）
入
学
前
支
給
申
請
の
ご
案
内

京
都
府
母
子
家
庭
奨
学
金
（
高
校
生
入
学
支

度
金
）
に
つ
い
て
、例
年
４
～
５
月
に
申
請
し
、

そ
の
年
度
に
高
校
に
入
学
し
た
児
童
を
扶
養
し

て
い
る
方
に
「
奨
学
金
（
６
万
４
０
０
０
円
）」

と
合
わ
せ
て
「
入
学
支
度
金
（
３
万
５
０
０
０

円
）」
を
８
月
末
に
支
給
し
て
い
ま
し
た
が
、

希
望
さ
れ
る
方
に
は
、
高
校
入
学
前
に
「
入
学

支
度
金
（
３
万
５
０
０
０
円
）」
の
み
申
請
を

受
け
付
け
、
３
月
（
入
学
前
）
に
支
給
で
き
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

支
給
対
象
者　
①
②
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
方

①
高
校
へ
の
入
学
が
決
定
し
て
い
る
中
学
３
年

生
の
児
童
を
扶
養
し
て
い
る
母
子
家
庭
の
母

②
高
校
入
学
年
度
の
４
月
１
日
時
点
で
京
都
府

内
（
京
都
市
以
外
）
に
居
住
し
、
引
き
続
き
母

子
家
庭
で
あ
る
と
見
込
め
る
方

必
要
書
類　
《
す
で
に
平
成
30
年
度
中
に
母
子

家
庭
奨
学
金
を
受
給
さ
れ
て
い
る
方
》

・
申
請
書
（
ひ
と
り
親
家
庭
福
祉
推
進
員
ま
た

は
民
生
児
童
委
員
の
証
明
不
要
）

・
合
格
通
知
書
（
写
し
）

《
こ
れ
か
ら
新
た
に
平
成
30
年
度
母
子
家
庭
奨

学
金
を
申
請
さ
れ
る
方
》

・
申
請
書
（
ひ
と
り
親
家
庭
福
祉
推
進
員
ま
た

は
民
生
児
童
委
員
の
証
明
不
要
）

・
合
格
通
知
書
（
写
し
）

・
平
成
30
年
度
母
子
家
庭
奨
学
金
申
請
書
（
ひ

と
り
親
家
庭
福
祉
推
進
員
ま
た
は
民
生
児
童
委

員
の
証
明
必
要
）

そ
の
他

▼ 

京
都
府
奨
学
の
た
め
の
給
付
金
（
高
校
生
等

奨
学
給
付
金
）と
の
併
給
調
整
が
行
わ
れ
ま
す
。

▼ 

今
回
の
申
請
に
間
に
合
わ
な
く
て
も
、
４
月

～
５
月
の
通
常
申
請
提
出
に
よ
り
８
月
末
に
支

給
さ
れ
ま
す
。

▼ 

申
請
用
紙
は
子
育
て
応
援
課
に
あ
り
ま
す
。

問
・
申　
２
月
28
日
（
木
）
ま
で
に
子
育
て
応

援
課
（
☎
４
３・９
０
２
４
）
へ
。

《５月１日》町施設の臨時休館のお知らせ

５月１日（水）に予定されている新天皇の即位の日は、以下の町施設につきましては臨時休館をさせていただきま
す。ご迷惑をおかけしますが、よろしくお願いいたします。

中央公民館 知遊館（岩滝地域公民館） 加悦地域公民館

勤労者総合福祉センター（野田川わーくぱる） 岩滝ふれあいセンター 若者センター

図書館（本館、加悦分室、野田川分室） 体育館（大江山、野田川、岩滝） グラウンド（大江山、算所、野田川、岩滝）

テニスコート（大江山、野田川、城山） 江山文庫 松風庵

阿蘇シーサイドパーク グラウンド・ゴルフ場 三河内山の家 野田川老人憩の家

産業創出交流センター

◎臨時休館する施設
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３１０月 日 日

午前９時 ～正午
防災訓練

いつ、突然の地震に襲われるかわかりません。何より

重要なのは、落ち着いて行動し、確実にわが身の安全

を確保することです。

与謝野町では３月 10 日（日）に地震想定で防災訓練

を実施し、午前９時に訓練開始（地震発生）のサイレ

ンを吹鳴します。実際に安全確保の行動を実践しま

しょう。

地震
想定

体験・展示
ブースあり

町 内 全 域 対 象

協力：各区（自主防災組織）、与謝野町消防団、宮津与謝消防署、京都府、陸上自衛隊福知山駐屯地第７
普通科連隊、ＮＴＴフィールドテクノ京都営業所、京都府ＬＰガス協会宮津与謝支部、日本赤十
字社京都府支部、大槻ポンプ工業ＫＫ、与謝野町アマチュア無線協議会

主催・問い合わせ：与謝野町防災安全課　☎ 43-9011

■ 住民各自の地震発生時安全確保行動実践訓練

■ 情報伝達訓練

■ 岩滝小学校体育館で炊出訓練、起震車体験、煙

体験、防災関係機関による各種展示　ほか

訓 練 内 容

訓練の流れ

地震発生
・サイレン吹鳴
・訓練開始放送（防災行政無線・ＦＭ告知放送）
・地震発生時安全確保行動を住民各自で実践
⇒一次避難場所（隣組ごとの屋外集合場所）
へ避難（参集）
・避難完了後、各隣組→各区へ避難者（参集者）
報告

9時00分

・各区→避難所派遣職員→町災害対策各支部
へ避難者（参集者）報告
・各区で訓練を実施される場合は訓練に参加
・岩滝小学校体育館をメイン会場とする各種
訓練や防災体験ブースに参加

9時45分

・町災害対策本部から訓練終了の放送（防災
行政無線・ＦＭ告知放送）

12時00分

自宅で突然の地震から命を守る行動

■ 地震発生
落ち着いて！身を守る！

■ 地震発生直後 最初の大きな揺
れがおさまった

頑丈なテーブルの下や家具の無いスペースに
身を寄せ、家具の転倒や落下物から身を守る

火元を確認！
▼火を使っている場合は強い揺れがおさまっ
てから火の始末をする　▼出火していたら消
火器などで初期消火する

緊急地震速報が出た
強い揺れを感じた

出口の確保・家族や自宅の状況確認
▼いつでも避難できるよう部屋の窓やドアを
開ける　▼室内を移動する際は、倒れた家具
や落下物、割れたガラス片などに注意する
▼一緒にいる家族にけがはないか、自宅に危
険はないか確認する

■ その後
状況を正しく認識し、適切に行動
▼危険が迫れば避難する　▼ラジオやテレビ
で正しい状況を把握する　▼近隣の安全を確
認する

今回の訓練では一次避難場所の隣
組屋外参集場所へ速やかに避難

詳しい情報は各戸配布する防災訓練の案内をご確認ください

メイン会場（岩滝小学校）のご案内

岩滝小学校体育館をメイン会場と
して、防災関係機関の協力により、
地震に関係した各種体験ブース、
展示ブースの開設を行います。自
衛隊によるカレーライスの炊き出
しコーナーもあります。メイン会
場にもぜひお越しください！

場　所 岩滝小学校体育館

時　間 午前９時 45 分～ 11 時 30 分

ブース

▼起震車体験▼煙体験▼防災マップ
作成▼防災資機材展示▼避難所資機
材展示▼防災関係機関による東日本
大震災支援・熊本地震支援写真展示
▼炊き出し訓練（カレーライス200食）


